
Maniwa １０

天の川こども園構造見学会

真庭産木材を使った新園舎を見学

美
甘
中
学
校
校
歌
を
収
録

母
校
の
校
歌
を
後
世
に

緊張の面持ちで校歌を歌う生徒

　
　

月　

日
、
美
甘
中
学
校
で
「
巻
き
起

１０

２４

こ
せ
美
甘
魂
〜
最
高
の
舞
台
を
〜
」
と
題

し
、
最
後
の
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

生
徒
が
合
唱
や
合
奏
、
演
劇
を
披
露
。
最

後
は
、
今
年
度
で
閉
校
と
な
る
母
校
の
校

歌
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
生
徒
を
は
じ
め
、

地
域
の
人
も
参
加
し
全
員
で
校
歌
を
歌

い
、
そ
の
音
源
を
収
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
校
で
は
、
平
成　

年
３
月　

日
に
閉
校

２８

２６

式
を
行
う
た
め
、
卒
業
生
を
は
じ
め
、
開

校
以
来
勤
務
し
た
教
職
員
な
ど
、
多
く
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

岡山地方気象台職員に要望を伝える ４ 市長

県
北
４
市
で
気
象
台
へ
要
望

実
情
に
沿
っ 
た
情
報
提
供
を

　
　

月
４
日
、
真
庭
、
津
山
、
新
見
、
美

１１
作
の
４
市
長
が
気
象
警
報
・
注
意
報
の
発

表
区
域
が
市
の
北
部
と
南
部
で
差
が
大
き

い
と
し
て
、
細
分
化
を
求
め
る
要
望
書
を

岡
山
地
方
気
象
台
へ
提
出
し
ま
し
た
。
現

在
気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
注
意
報
・
警

報
な
ど
の
対
象
は
原
則
、
市
町
村
単
位
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
域
が
南
北
に
広

い
市
の
実
情
に
沿
っ
て
い
な
い
と
し
て
、

４
市
長
は
各
市
が
定
め
る
南
北
の
境
界
な

ど
を
考
慮
し
て
細
分
化
し
た
情
報
提
供
が

必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

建築中の遊戯室で担当者から説明を受ける参加者

　
　

月　

日
、
天
の
川
こ
ど
も
園
の
建
築
現
場
で
、
公

１０

２８

共
建
築
物
な
ど
で
の
木
材
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
行
政
関
係
、
設
計
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
、

構
造
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約　

人
が
見
学
に
訪

６０

れ
、
建
築
事
務
所
の
担
当
者
か
ら
、
遊
戯
室
な
ど
の
大

規
模
な
空
間
を
構
成
す
る
方
法
、
太
陽
熱
や
太
陽
光
と

い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
設
備
の
説

明
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。
同
こ
ど
も
園
は
、
市
内
で
製

材
か
ら
加
工
・
組
立
さ
れ
た
真
庭
産
の
木
材
を
を
使
用

し
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。



公
開
消
防
訓
練

消
防
署
と
消
防
団
が
連
携

発電所裏の斜面に向かい放水する消防団員

　
　

月
７
日
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

１１
で
公
開
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
発
電
所
社
員
と
真
庭
消
防
署
、

地
元
消
防
団
員
ら
約　

人
が
参
加
。
発
電

８０

所
タ
ー
ビ
ン
建
屋
２
階
電
気
室
か
ら
出
火

し
、
逃
げ
遅
れ
た
社
員
が
い
る
と
想
定
し

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
発
電
所
社
員
が
通

報
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
を
行
っ
た
後
、

消
防
署
員
が
、
建
物
内
で
行
方
不
明
者
を

捜
索
。
全
員
の
安
否
を
確
認
後
、
消
防
団

員
が
ポ
ン
プ
車
か
ら
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て

放
水
訓
練
を
し
ま
し
た
。

動
     き

こんにちは！
から市 長 室

無謀な太平洋戦争からの教訓

　太平洋戦争前年の昭和１５年の日米の経済力を比
較してみました。粗鋼生産は日本６８５万トン、アメ
リカ６０７６万トン、自動車生産は日本３万６千台、ア
メリカ４４７万２千台。これだけ見ても、勝敗は自か
ら分かっていました。それなのに「無謀な」戦争を

なぜしたのでしょうか。国民の大多数はなぜそれを

支持し、真珠湾攻撃に歓喜したのでしょうか。第２
次世界大戦では世界で５千万人〜８千万人、中国１
千万人、日本３１０万人の戦死者を出しました。坂道
を転がりだしたら歯止めが効かなくなります。これ

が政治の恐ろしいところです。「満州事変に始まる

この戦争の歴史を十分に学び」という天皇陛下の新

年のお言葉どおり、歴史を学び教訓を得なければ、

この死者は浮かばれません。太平洋戦争開始から７４
年目の１２月８日を前に、改めて歴史から学ぶ決意を
します。それが真の供養でありましょう。

真庭市議会地域報告会が

美甘振興局で開かれまし

た。真庭市が今年度策定

した「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」などについ

て、議員と市民が意見を

交わしました。報告会は

 １６、１７日にも市内各地で
開かれました。

 １１／１１ 真庭の創生を市民と話し合う

 １１ Maniw a

市政に関する動きの一部を紹介します

真庭市観光サポーターズ

倶楽部情報交換会が大阪

新阪急ホテルを会場に開

かれ、近畿圏の会員ら約

 １２０人が参加しました。真
庭産食材を使ったメニュ

ーが振る舞われるなど、

参加者は楽しいひととき

を過ごしました。

 １１／１６ 真庭の魅力を発信するために
岡
山
商
科
大
学
と
の
協
定

大
学
と
ま
ち
づ
く
り
で
協
力

市長と握手を交わす岡山商科大学の井尻昭夫学長

　
　

月
６
日
、
湯
原
温
泉
砂
湯
入
口
で
、

１１
真
庭
市
、
湯
原
観
光
協
会
、
湯
原
町
旅
館

協
同
組
合
と
岡
山
商
科
大
学
と
の
連
携
協

力
に
関
す
る
合
同
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
大
学
が
持
つ
社
会
学
分
野
に

つ
い
て
の
知
識
資
源
と
研
究
成
果
を
、
市

内
の
サ
ー
ビ
ス
系
企
業
な
ど
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
目
的
。
ま
た
、
多
く
の
学
生
が

真
庭
に
来
る
こ
と
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

や
若
い
目
線
で
の
ア
イ
デ
ア
提
供
も
期
待

し
て
い
ま
す
。



Maniwa １２  

　

史
料
展
「
真
庭
地
域
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
が　

月
８
日
〜　

日

１１

２９

ま
で
、
北
房
振
興
局
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後　

年
の
節
目
に
、
真
庭

７０

地
域
と
戦
争
と
の
関
わ
り
を
た
ど
り
、
平
和
へ
の
思
い
を
深
め
る
た
め
に

開
催
。
展
示
さ
れ
た
史
料
は
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
か
ら
市
所
蔵

の
も
の
ま
で
約
１
０
０
点
。
遺
言
書
や
戦
地
で
使
用
し
た
服
や
靴
、
当
時

の
新
聞
・
写
真
な
ど
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
世
情
を
物
語
る
史
料
が
並

び
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
展
示
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
後　

年
、歴
史
を
振
り
返
り

７０

平
和
の
尊
さ
伝
え
よ
う

原
爆
は
悲
惨
、核
兵
器
は
無
意
味
な
も
の

〜
昭
和　

年
８
月
９
日
の
被
爆
か
ら
〜

２０

　

世
界
的
な
反
核
の
流
れ
の
中
で
さ
え
も
、
核
兵
器
は
世
界
に
１

万
５
７
０
０
発
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
長
崎
が
観
光
都

市
と
し
て
復
興
し
た
今
も
な
お
、
い
つ
発
症
す
る
と
も
分
か
ら
な

い
後
遺
障
害
の
不
安
と
恐
怖
に
苦
し
め
ら
れ
、
差
別
や
精
神
的
に

苦
し
ん
で
い
る
被
爆
者
が
大
勢
い
ま
す
。

私
た
ち
は
微
力
だ
け
ど
、無
力
で
は
な
い

〜
世
代
や
国
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
〜

　

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
核

の
非
人
道
性
を
訴
え
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
ま
ず
戦
争
や
原
爆
の
愚
か
さ
を
知
る
こ
と
、
次
に
声
を
出
し
て

行
動
に
移
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
戦
争
体
験
は
共
有
で
き
な
い
け

れ
ど
、
非
核
・
平
和
へ
の
思
い
は
誰
で
も
共
有
で
き
る
は
ず
。

反核・平和の思いを伝える田上市長

　史料展の開催に合わせて

１１月８日、北房文化センタ
ーで真庭市人権講演会が開

催され、約３５０人が聴講に訪
れました。長崎市の田上富

久市長が、長崎市が行って

いる平和の取り組みなどを

紹介。「７０年前の長崎に何が
起こったかを知り、核兵器

の悲惨さや苦しみを後世に

伝え、平和な世の中になる

よう一歩ずつ歩んでいきま

しょう。真庭から平和を」

と呼びかけ、核兵器根絶の

必要性を訴えました。

真庭市人権講演会

「Ｐｅａｃｅ ｆｒｏｍ 真庭」

戦地に赴く父から家族へ宛てられた遺言書

職員による展示解説

軍服や日章旗に見入る来場者

御

題　

若

草

目

も

は

る

に

野

辺

の

若

草

　

も

ゆ

る

な

り

う

ま

し

　

此

国

い

く

さ

せ

ぬ

く

に

尾

崎

蘭

青

戦後間もない時期に真庭地

域の尾崎住一郎氏が詠んだ

もので、昭和２５年の宮中歌会
始（天皇が年始に催す歌会）

に選ばれた歌。


